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学位論文内容の要旨 
 
 本論文は、ユダヤ人であるマルク・シャガール（1887-1985）が、キリスト教の信徒共同
体のために作品を制作したことを問題とする。シャガールの場合、そこには１８世紀以来
のユダヤの神秘的敬虔主義的運動であったハシディズムの文脈があったことは従来から指
摘されている。本論文はユダヤ人宗教哲学者マルチン・ブーバー（1878-1965）の初期芸術
論を紹介するなどハシディズムの物質観を精査し、最後に遡ってシャガールの全作品がハ
シディズムによって説明できることを示すものである。 
シャガールはパリ留学時代（1910-14）、自分がユダヤ人であることを、キリスト教のモ
チーフである十字架や磔刑像を用いて、迫害される罪なきキリストと自分を重ね合わせて
描き、また同様にユダヤ教とキリスト教のモチーフを混在させて描いた。その作品のモチ
ーフの意味は、前衛詩人ブレーズ・サンドラール（1887-1961）やギヨーム・アポリネール
（1880-1918）によって理解されず、単に異質なものの混在と判断され、シャガールもそれ
を追認したことで、シャガールの作品はシュールレアリズムの先駆的作品として評価され
るきっかけとなった。1914 年ロシアに帰国し、その後アメリカ亡命時代（1941-48）を経て
の 1948 年のフランス帰国後、シャガールはキリスト教徒のために聖堂を装飾し、キリスト
を聖なるものとして描いた。そこにはハシディズムの思想が根底にあった。シャガールは、
のちにイディッシュ語で『黄金の鎖（Di Goldene Keyt）』（1964 年刊行）に掲載された 1963 
年のシカゴ大学での講演のなかで、ハシディズムの考え方である「神の火」に言及し、神
の一部が生まれつき人間の身体や魂（душа, Seele）に備わること、そしてキリスト教
の聖堂においてハシディズムによる霊（精神：дух）的な内容を人々に伝えることがで
きるとの結論を出した。それによると「神の火」は、あらゆる被造物に宿るのであり、つ
まりキリストのみならず、人にも動物にも、また故郷ヴィテブスクにもエルサレムにも宿
ることになる。それゆえシャガールはキリストを神の子として描くことができたのであり、
このハシディズムの思想がシャガールの芸術を支えた。またこの考察に伴い最後に、日本
におけるシュールレアリズムの受容、またその文脈におけるシャガールの受容の特徴を明
らかにしている。 
 学位論文審査結果の要旨 
 
シャガールの作品は、ともすれば単に「新鮮な夢のような」（外山卯三郎）作品と解釈
され、人口に膾炙してきた傾向がある。それは我国だけではない。意味不明なために「シ
ュールレアリズム」として分類してきた西欧においても、シャガールを理解していない点
では同じである。それに対して、シャガールの作品をその出自のユダヤ世界にまで戻して、
一見意味不明な細部を説明し、さらにシャガールの全作品を支えていたのが、ユダヤ神秘
主義のハシディズムであったことを実証したのが本論文である。 
そもそも出発点には、ユダヤ人に「芸術」は可能かという問がある。すなわち旧約聖書
の偶像否定と、美術を成立させた新約聖書との整合性である。旧約聖書における、原罪に
よる「神」と「もの」に断絶のままでは、過ぎ去ってゆく空しい「もの」に意味はなく、
芸術は不可能である。しかし断絶を踏まえて、受肉によって、芸術は「もの」によって永
遠を表象できるとするのが、キリスト教である。それに対して、ユダヤ人が「もの」を肯
定する根拠は、ユダヤ神秘主義のハシディズムであった。本論文は、その着眼点から、ユ
ダヤ人宗教哲学者マルチン・ブーバー（1878-1965）のハシディズムとの比較において、シ
ャガールが自ら残した文章のなかで、ハシディズムの考え方である「神の火」に言及して
いる個所を提示し、それによってあらゆるものが聖性を帯び、芸術が可能となることを示
す。しかしその受肉論を欠く物質肯定は、「もの」とそれが表象する神と永遠との区別を
無効にする可能性がある。シャガールにおける「もの」と永遠の関係性については、今後
の課題であるが、ユダヤ教における造形美術の根拠を詳細に示したところに本論文の意味
がある。 
なおシャガールに関するロシア語文献を始め、わが国において初めて紹介される文献へ
の指示が数多く、さらにユダヤ美術に関するエルサレム大学刊行の雑誌『ユダヤ美術雑誌
（Journal of Jewish Art）』と『ユダヤ美術（Ars Judaica）』は勿論、ベラルーシのシ
ャガール記念館発行の紀要も丹念に渉猟しており、博士論文の必要条件である網羅性も満
たしている。ロシア美術研究者は日本では少なく、ここにロシア美術研究者として二人目
を出すことができたことは本学の誇りである。 
 
